
 

第２問 室町時代の守護（基準の合計 19 点→ 15 点満点 ） 

Ａ 室町幕府の守護に対する姿勢（基準の合計 8 点→ ７点満点 ） 

＊開幕当初 
☆〔守護の性格＝文章(1)〕（一国内の統治を担う）地方官／（所領と異なり）国司＊

と同様（の役割を果たす存在）／（所領と異なり）恩賞（世襲）ではない 
  ……… ２点以内 

☆〔幕府の姿勢＝文章(1)〕（高い）統治能力をもつ者（を任命）／行政能力（を重視

して任命） ……… ２点以内 

＊内乱後 
☆〔守護の性格＝文章(2)〕（所領同様）世襲（されるものだという意識が高まった） 
  ……… ２点以内 

☆〔幕府の姿勢＝文章(2)〕（事実上）世襲を容認 ……… ２点以内 

Ｂ 幕府の守護政策と守護の変化（基準の合計 9 点→ ８点満点 ） 
＊幕府の対守護政策 

✧〔応仁の乱以前の政策①＝文章(2)〕（守護職は）世襲 ……… １点以内 

☆〔応仁の乱以前の政策②＝文章(3)〕（守護に就任しうる）家は決まっていた／（将

軍―守護―国人の間には厳然たる）家格の相違があった／（守護家の家格は）固定

化していた ……… ２点以内 

☆〔応仁の乱後の政策＝文章(3)〕（守護職への）実力本位による登用（の道を開いた）

／（家格に基づく従来の）秩序を突き崩す（政策をとった）／（事実上）下剋上＊

の流れを（積極的に）容認する（政策をとった） 
  ……… ２点以内 

＊守護のあり方の変化 
☆〔応仁の乱以前の守護＝文章(4)〕幕府の権威を後ろ盾に（領国を支配した）／将軍

の任命により（自らの正当性を確保した） ……… ２点以内 

☆〔応仁の乱後の守護＝文章(4)〕実力に基づいて（領国支配を展開した）／自立的権

力へ（と成長しつつあった）／公（将軍）権力を必要とせずに（領国支配を展開し

た） ……… ２点以内 

 
✍ 論理構成点（Ｒ）のポイント 

★Ａ・Ｂ いずれについても，問題に設定されている論点を意識した答案になってい

るか ……… ２点以内 
 


